
 

【高等教育の修学支援新制度による支援対象学生 

(日本学生支援機構給付奨学生)のみなさんへ】 

支援継続に係る適格認定(学業)の適格基準について 
 

 

現在、高等教育の修学支援新制度による支援を受けている(日本学生支援機構給付奨学生である)学

生諸君は、１２月から１月にかけて、給付奨学金継続願をインターネット提出したことと思います。 

 今年度(令和２年度)の成績が確定したことに伴い、これから給付奨学金継続の可否等の認定が行わ

れます。(なお、次年度(令和３年度)授業料減免は４月に入ってから申請を受け付けますが、要件が「日

本学生支援機構給付奨学生であること」ですので、給付奨学金の継続が認められなかった場合、新制

度による授業料減免も認められません) 

 この「給付奨学金継続の可否等の認定」を「適格認定」と呼びます。 

 (詳しくは１２月に配付した『「給付奨学金継続願」の提出手続きについて』p１および p４を確認 

してください) 

 適格認定における学力の適格基準は下記のとおり定められています。 

 (『「給付奨学金継続願」の提出手続きについて』p４より抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重 要 



上記の適格基準を満たさない者のうち、その学業不振の理由に「斟酌すべきやむを得ない事

情(災害、傷病その他のやむを得ない事由等)」があった場合は、令和３年３月２３日(火)～令

和３年３月２６日(金)の間に、証明書を添えて学生課に申し出てください。 

※ 学業不振に「斟酌すべきやむを得ない事情」があったと学校で判断する場合は、適格基準を満たす

者として取り扱います。 

※ 申し出がなかった場合は、学業不振に「やむを得ない事由」はないものとして取り扱います。 

※ 申し出があった場合も、学業不振の理由として斟酌すべきか否かは学校にて判定するため、認めら

れるとは限りません。 

※ 「警告」２について：確認を希望する場合は学生課まで申し出てください。 

 

 

ここでいう「災害、傷病その他やむを得ない事由」は以下のようなケースが考えられます。 

例） 

◯本人及び家族の病気等の療養・介護 

◯災害や事故・事件の被害者となったことによる傷病(心身問わず) 

◯災害や感染症の感染拡大等による授業・試験への出席困難 

 

これらは想定されるケースの一部ですが、ポイントは、 

「学業不振について学生本人には責任がない」 

と判断されるかどうかです。 

 

ただし、上記のようなケースに該当する場合であっても、これらの事由により、成績判定試

験を受けられないなど、成績判定ができない状態にある場合、判定はされても成績判定試験を

受けられなかった等により低い成績判定がなされた場合に限ります。なお、追試験やレポート

などの代替措置が講じられ、その時点では既に事由が解消されていたときには、「災害、傷病

その他やむを得ない事由」に該当するとは認められません。 

 

 つまり、 

「学生本人には責任がない事由がなければ、通常どおり授業に出席でき、試験等も受けられて 

成績判定がされた(低い成績ではなかった可能性が高い)はずである」 

と、証明書等から判断できる場合に、 

『学業不振に「斟酌すべきやむを得ない事情」があった』 

と認められます。 

 

 

 

 

（担当:学生課学生支援係 電話:０１８－８４７－６０２０(平日 9:00～16:00)） 


